
文　法　編

教科書刊行会

ま　え　が　き

　「基礎ロシア語コース」 は北海道大学言語文化部 と札幌大学外国語学部の 両

ロシア語スタッフが協力し て執筆・編纂したロシア 語教科書である。二つの 大

学が共同で一つの語学教材を開発するということは、前例があるのかないのか、

寡聞にして知らないが、いずれにしても、大変に珍しいことであるに違いない。

私たちは討論を重ね、原稿 は途中で何度も書き直さ れ、結局、企画から完成 ま

で約３年の年月を要した。

　この教科書では従来の教 科書には見られないいく つかの工夫を試みた。そ の

第一は、全体を「文法編」「練習問題編」「会話編」の３つに分け、完全な「分

冊」としたことである。授 業の形態、目的、時間数 に合わせて、この３つを 自

由に組み合わせることで、 いかなる大学の教材とし ても使用できるようにと い

うのが、その狙いであった 。結果として、「文法編 」は練習問題から解放さ れ

て、文法書としての性格を より鮮明に持つことがで きたし、逆に、練習問題 は

文法の添え物的位置を脱却して、独立の一編となることができた。

　「会話編」の第１部は、 「文法編」の進度におお よそ合致するように、し か

もできる限り自然な表現で 組み立てられているので 、文法と会話を並行して 教

えることが可能である。

　３つの分冊は「文法編」 を中心にして、密接に結 び付いているが、分冊で あ

るために「文法編」の補遺 や「会話編」の第２部の ような、やや独立した、 中

級レベルの部分を含ませることができた。

　その他、より小さな特徴は各分冊の前書きで述べる。

　３分冊全体の量は、従来 の初級教科書よりもずっ と多いので、これを全て 教

えようとすると、週２回の 授業では１年半かかるだ ろう。しかし、いずれか ２

冊ならば、１年間でできる だろう。何を主とし、何 を従とするかは、教授者 の

自由である。

　この「基礎ロシア語コー ス」は現在の私たちのベ ストを尽くしたものでは あ

るが、生まれたばかりのも のであるから、やがて遺 漏は見つかるだろう。折 り

を見ては修正していきたいと思っている。

　両大学の教科書編纂グループのメンバーは、藤家壮一、小平武、山田吉二郎、

杉浦秀一、Ｙ．ジンベルグ （以上北海道大学）、相 馬守胤、匹田軍次、金子 利

喜男、鈴木淳一、山田隆、Ｅ．ヴラーソフ（以上札幌大学）である。

1992年３月 編　者
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第２版　まえがき

　初版から７年の歳月を経 て、ここに改訂版を発行 することができた。「基 礎

ロシア語コース」の初版を 執筆・編集した関係諸氏 に心から感謝する。彼ら の

功績なくしては、教育研究の原資も、その後の発展もあり得なかっただろう。

　初版で宣言した原則は、この度の改訂でも変わることなく引き継がれている。

一つには「３分冊」を設定 することによる学習対象 の明瞭化、二つめに、学 習

目的に応じた教材選択の柔軟性を保障することである。

　この度の改訂では記述や 例文の見直しを重ねた他 に、いくつかの修正と改 良

もおこなっている。「文法 編」をいわゆる規則集に 位置づけて、例文集が補 完

的な役割を果たすように分 業化した。文法に重きを おく授業では例文集をぜ ひ

併用し、これを活用するよう薦めたい。

　「練習問題編」では文法 編の説明に基づいて、確 認や応用のための問題を 多

く取り込んでいる。もし授 業時間内にやりこなす余 裕がないときには、たと え

ば 10題を２つに分けて、片方を教室で、もう一方を家庭学習に振り分けること

も可能である。

　「会話編」ではシナリオ の書き替えをおこない、 より汎用性に富む表現を 盛

り込むように心がけた。ま た現場教師の提言を取り 入れ、会話編に発音教程 と

練習問題を発展的に新設し てみた。練習問題ではま ず文型や語尾変化といっ た

語学学習の側面が、そして テキストのあとでは内容 を問う問題が中心に配列 さ

れている。ここにもぜひ注目していただきたい。

　初版の編集原則は守りな がらも、必要な、そして 学習効果のあがる改良を 加

えることで編集作業を進め てきたつもりである。初 版の時と同じく、改訂に あ

たっては北海道大学、札幌 大学、両大学の教科書改 訂グループが最大限の努 力

と注意を払ったつもりでは あるが、世の常で、新た な遺漏や不備が見つかる か

もしれない。その時は、ま た機会をとらえて改訂作 業に取りかかりたいと思 っ

ている。

1999年３月

編　者
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ロシア語教科書　基礎文法編

第１課 (�ðî±ê ïå±ðâûé)

文字と発音

¤001  アルファベット

活字体 筆記体 名　称 発　音

1 �  à 　　ア [a]

2 �  á 　　ベ [b]

3 �  â 　　ヴェ [v]

4 �  ã 　　ゲ [g]

5 �  ä 　　デ [d]

6 �  å 　　イェ [je]

7 Ý  Þ 　　ヨ [jo]

8 � æ 　　ジェ [  ]

9 �  ç 　　ゼ [z]

10 �  è 　　イ [i]

11 �  é イ・クラトカェ [j]

12 �  ê 　　カ [k]

13 �  ë 　　エル [l]

14 �  ì 　　エム [m]
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活字体 筆記体 名　称 発　音

15 �  í 　　エン [n]

16 �  î 　　オ [o]

17 �  ï 　　ペ [p]

18 �  ð 　　エル [r]

19 �  ñ 　　エス [s]

20 �  ò 　　テ [t]

21 �  ó 　　ウ [u]

22 �  ô 　　エフ [f]

23 �  õ 　　ハ [x]

24 �  ö 　　ツェ [ts]

25 �  ÷ 　　チェ [t ’]

26 �  ø 　　シャ [ ]

27 �  ù 　　シシャ [ ’ ’]

28 �  ú 　硬音記号 –

29 �  û 　　ゥイ [i]

30 �  ü 　軟音記号 [’]

31 �  ý 　　エ [e]

32 �  þ 　　ユ [ju]

33 �  ß 　　ヤ [ja]

注）ロシア語アルファベットは、10 個の母音字、21 個の子音字、そして２

個の記号、合わせて 33個の文字からなる。
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¤002  母音

①　ロシア語には母音を表わす文字が 10個ある。

②　母音は、硬母音と軟母 音に分かれる。母音の前 に短いイを添えるものを 軟

母音という。硬母音はア 行に、軟母音はヤ行に例 えられて説明されるこ と

がある。

［表 1］母音の硬軟対照表

硬母音  à  û  ó  ý  î

軟母音  ß  è  þ  å  Þ

注１）û: 舌をうしろに引き、舌先をやや上げて「イ」と発音する。
ïèòü : ïûëü 飲む：ホコリ ðèñ : ðû±áà 米：サカナ

注２）å: 英語のそれとは異なり、[je] と発音する。

ý±òà : åñòü この：食べる ý±õî : å±õàòüエコー：乗る
注３）ó: 日本語のそれとは異なり、唇を丸めて発音する。

ó±ëèöà通り ó±òðî 朝 �êðàè±íà ウクライナ

¤003 子音

�, á 英語の[b]の音。 áà±çà ベース

�, â 英語の[ｖ]の音。 âû あなたは

�, ã 英語の[g]の音。 ãàçå±òà 新聞

�, ä 英語の[d]の音。 äà はい

�, æ 舌を後ろに引き、少し立ててジと発音する。æåíà± 妻

�, ç 英語の[z]の音。 çàë ホール

�, é 短いイ。 ìîé 私の

�, ê 英語の[k]の音。 êà±ññà レジ

�, ë 舌の先を上歯の裏につけてルという。 ëþ±äè 人々

�, ì 英語の[m]の音。 ìóæ 夫
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�, í 英語の[n]の音。 íî±ìåð 番号

�, ï 英語の[p]の音。 ïàðê 公園

�, ð 舌の先を震わせるラ行の音。 ðó±ññêèé ロシア人

�, ñ 英語の[s]の音。 ñûí 息子

�, ò 英語の[t]の音。 òàì あそこに

�, ô 英語の[ｆ]の音。 ôàìè±ëèß 名字

�, õ 喉の奥で強くハ行をいう。 õîðîøî± すばらしい

�, ö ツに使う音。 öåíòð 中心

�, ÷ チに使う音。 ÷àé 紅茶

�, ø æ の方法でシャという。 øà±ïêà 帽子

�, ù [ø]の軟らかい発音である。 ùè 野菜スープ

¤004  軟音記号と硬音記号

①　 ü は「軟音記号」と呼ばれる。常に子音とともに用いられ、子音＋ü の結
合をとる。この記号がつ くと、子音は「軟らかく 」発音される。つまり 、

子音に短い「イ」の響きを与えて発音される。

ìàòü  母親 êîíü  馬 çäåñü  ここに

②　 ú は「硬音記号」と呼ばれ、常に子音と母音の間で用いられる。この記号
はその子音と母音が分け て発音されることを示す 。これを「分離符とし て

の働き」と呼ぶ。

âúå±õàòü 乗り入れる ñúÞìêà 撮影 îáúå±êò 対象物

③　軟音記号にも「分離符としての働き」がある。

ñåìüß± 家族 ñòàòüß±  論文 �àòüß±íà タチヤーナ

④　軟音記号のついた子音を軟子音、軟音記号のつかない子音を硬子音と呼ぶ。
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［表 2の 1］子音字の硬軟対照表

硬子音 á ï â ô ä ò ç ñ ë ì í ð

軟子音 áü ïü âü ôü äü òü çü ñü ëü ìü íü ðü

⑤　æ, ø, ö は常に硬子音である。これらの後に軟音記号や軟母音がついても
発音は「軟らかく」ならない。

åøü [åø]  食べなさい æå±íùèíà [æýíùèíà] 女性

⑥ ÷, ù は常に軟子音である。軟音記号や軟母音の有無にかかわりなく、発音
は常に「軟らかい」。

äî÷ü [äî÷Õ]  娘 ÷àé [÷Õàé]  紅茶 âåùü [âåùÕ]  品もの

［表 2の 2］

硬子音 æ ø ö

軟子音 ÷ ù

¤005  単語とアクセント

（１）　アクセント

①　単語は原則としてアクセントを持つ。

②　アクセントは必ず母音の上にある。

③　アクセントのある母音は強く、はっきりと発音される。

④　アクセントは記号(_± )で表示する。母音が１つの単語は原則として、表
示を省略する。

⑤　 Þ は常にアクセントを持つ。

（２）　つづりと発音

綴ってある通りに読むといわれるロシア語ではあるが、次のような場合はつづ

りの通りに読まない。
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①　アクセントのない î は à として発音される。

îêíî± [àêíî] 窓 ìîëîêî± [ìàëàêî] ミルク
②　アクセントの前の å, ß は「å に近い è」として発音される。これを [èe] と

表記する。

ðåêà± [ðèeêà]  川 ßçû±ê [èeçûê] 舌、言語

③　語末の有声子音は、対応の無声子音として発音される。

îáå±ä [àáåò] 食事 äðóã [äðóê] 友人
［表３］子音の有声・無声対照表

有声子音 á â ã ä ç æ é ì í ð ë

無声子音 ï ô ê ò ñ ø õ ö ÷ ù

④　これらの有声子音は、 無声子音の前でも、同じ ように対応の無声子音と し

て発音される。これらの現象を「有声子音の無声化」と呼ぶ。

â÷åðà± [ô÷åðà] 昨日 çà±âòðà [çàôòðà] 明日

⑤　逆に、無声子音は â を除く有声子音の前で、対応の有声子音として発音さ

れる。これを「無声子音の有声化」と呼ぶ。

ñäà±÷à [çäà÷à] おつり âîêçà±ë [âàãçàë] ターミナル駅

⑥　綴りが次のような場合には読み方が異なる。

綴り 発音 例　語 発　音

-ñòí- [-ñí-]  èçâå±ñòíî  [èçâåñíà] 有名だ

-çäí- [-çí-]  ïî±çäíî  [ïîçíà] 遅い

-âñò- [-ñò-]  çäðà±âñòâóé  [çäðàñòâóé] こんにちは

-÷í- [-øí-]  êîíå±÷íî  [êàíåøíà] もちろん

-ñ÷- [-ù-]  ñ÷à±ñòèå  [ùÕàñòèß] 幸せ

-òñ- [-ö-]  äå±òñêèé  [äåöêèé] 子どもの
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第２課 (�ðî±ê âòîðî±é)

簡　単　な　文

¤006  簡単な平叙文

�°òî æóðíà±ë. これは雑誌です。

�°òî ãàçå±òà. これは本です。

¤007  疑問文と否定文

Ð �°òî êíè±ãà? 「これは本ですか。」
Ð �à, ý±òî êíè±ãà. 「はい、それは本です。」

Ð �°òî �è±íà? 「これはニーナですか。」
Ð �åò, ý±òî íå �è±íà. 「いいえ、それはニーナではありません。」

①　疑問詞のない疑問文の イントネーションは、疑 問の中心となっていると こ

ろのアクセント部分を上げる。

②　否定文は、否定したい語の前に助詞 íå を置く。
③　文頭のダッシュは、会話文であることを示している。

¤008  疑問詞を用いた疑問文

�òî ý±òî? これは何ですか。

�òî ý±òî? これは誰ですか。

�äå ãàçå±òà? 新聞はどこですか。
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¤009　人称代名詞

　人称代名詞は、人称と数の２要素から成る。

［表４］ 単　数 複　数

１人称  ß     私  ìû  私たち

２人称  òû   君  âû  君たち

３人称

 îí   彼
 îíà±  彼女
 îíî±  それ

 îíè±  彼ら

注１）òû は親子や夫婦などの家族同士で、親友や恋人など親しい間柄で、
またおとなが子どもに 対して用いる。キリス ト教では神への呼びか け

に使う。

注２）âû は「君たち」の他に、敬称の「あなた」や「あなた方」という
意味をもつ。

¤010　接続詞 è と à

①　並列の接続詞 è
�°òî îòå±ö è ìàòü. これは父と母です。

②　対比の接続詞 à
�°òî âîäà±, à ý±òî ñîê. これは水で、これはジュースです。

¤011　数詞（1）

 1. îäè±í (îäíà±, îäíî±)  6. øåñòü
 2. äâà  (äâå)  7. ñåìü
 3. òðè  8. âî±ñåìü
 4. ÷åòû±ðå  9. äå±âßòü
 5. ïßòü 10. äå±ñßòü

注）ゼロは、íîëü という。
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第３課 (�ðî±ê òðå±òèé)

名詞の性・数・格

¤012  名詞の性

①　ロシア語の名詞には文法のうえで男性、女性、中性の区別がある。

②　名詞の性は、意味上男 女、雌雄の区別があるも のはそれに従う。それ以 外

のときは、単語末の文字で識別する。

［表５］ 　語  末  の  文   字

男性名詞 硬子音字 -é -ü

女性名詞 -à -ß -ü

中性名詞 -î -å -ìß

注）硬子音字とは、ここでは軟音記号Ó-üÓ のつかない子音である。

男性名詞 ñòîë 机 ìóçå±é 博物館 ñëîâà±ðü 辞書

女性名詞 êíè±ãà 本 ïå±ñíß 歌 ïëî±ùàäü 広場
中性名詞 ìå±ñòî 座席 çäà±íèå 建物 âðå±ìß 時間

③　-à, -ß で終る名詞でも、男性を意味するものは男性名詞である。
ïà±ïà パパ äß±äß おじ �å±òß ペーチャ

§013  名詞の数

①　ロシア語の名詞には、単数と複数の区別がある。

［表６］ 単数形　→　複数形

-硬子音字→ +û ñòîë ñòîëû±

男性名詞 -é → -è ìóçå±é ìóçå±è

-ü → -è ñëîâà±ðü ñëîâàðè±
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-à → -û ãàçå±òà ãàçå±òû

女性名詞 -ß → -è ïå±ñíß ïå±ñíè

-ü → -è òåòðà±äü òåòðà±äè

-î → -à ïèñüìî± ïè±ñüìà

中性名詞 -å → -ß ìî±ðå ìîðß±

-ìß → -ìåíà è±ìß èìåíà±

③　ロシア語で単語をつづる時に、伝統的なつづり方が適用される場合がある。

これを「正書法の規則」と呼んでいる。

［表７］  正書法の規則

 ã, ê, õ, æ, ÷, ø, ù の後には û, þ, ß を書かずに、è, ó, à を書く。

ìà±ëü÷èê→ ìà±ëü÷èêè 男の子 êíè±ãà→ êíè±ãè 書籍

§014  名詞と 3人称代名詞の関係

①　îíは人間の男性ばかりでなく、全ての男性名詞に使うことができる。
②　同様に、îíà± は全ての女性名詞の代りに、また îíî± は全ての中性名詞 の

代りに、そして îíè± は全ての複数名詞の代りに使う。
Ð �äå ãàçå±òà? 「新聞はどこですか。」

Ð �îò îíà±. 「ほら、これだよ。」

§015  名詞の格

①　次の 2つの文を比べてみよう。

�íè±ãà çäåñü. � ÷èòà±þ êíè±ãó.
本はここだ。 私は本を読む。
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　文の主語や補語という役 割について、前ページの 例に示したようにロシア 語

ではêíè±ãà(本)という単語自体の語尾変化によって表わされる。この語尾変化の

ことを「格変化」と呼んでいる。

②　ロシア語には 6 つの格があり、日本語の「てにをは」で代表させると次の

ようになる。ロシア語の慣習では、以下の順番で格変化が表記される。単数

の後に複数形が並ぶ。

１．主格（しゅかく） 「は」「が」(辞書の見出し形を兼ねる)

２．生格（せいかく） 「の」

３．与格（よかく） 「に」

４．対格（たいかく） 「を」

５．造格（ぞうかく） 「によって」

６．前置格（ぜんちかく）固有の意味はなく、常に前置詞とともに用いられる。

コラム　-　《食堂のいろいろ》
　一般にロシアの食堂は ñòîëî±âàß, êàôå±, áèñòðî±, ðåñòîðà±í などと呼ば
れる。学校や職場の食堂および街の大衆食堂に相当するのが ñòîëî±âàß。日本
のファミリーレス トランかそれよ りちょっと上等な 食堂は êàôå±とか áèñòðî±
とよ ば れ る 。 こ れ よ り も 値 段 が 高 く 、 夜 に な る と バ ン ド 演 奏 が 入 る の が
ðåñòîðà±íだ。ただし、最近はやりの Ò�ó±ññêîå áèñòðî±Óは、ファースト フ
ードであって本来の意味のáèñòðî±ではない。

《スープの話》
　ロシアの正餐は 昼食である。した がって朝食と夕食 には áîðùやóõà± と い
ったスープは出さないのが普通だ。ただしñîëß±íêà は昼食以外にも出る。
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第４課 (�ðî±ê ÷åòâÞðòûé)

所有代名詞・指示代名詞 と形容詞

¤016 所有代名詞（主格）ìîé, íàø など

①　所有代名詞のうち、１ 人称と２人称はそれが関 係する名詞の性・数・格 に

応じて変化する。

［表８］ 私の 私たちの

男性形 ìîé  íàø ìîé æóðíà±ë 私の雑誌

女性形 ìîß±  íà±øà ìîß± êíè±ãà 私の本

中性形 ìîÞ  íà±øå ìîÞ ìå±ñòî 私の座席

複数形 ìîè±  íà±øè ìîè± ÷àñû 私の時計

注）òâîé(君の) はìîé と、âàø(あなたの) は íàø と同変化。
②　３人称は性・数・格に係わりなく、語形の変化がない。

［表９］

彼の 彼女の それの 彼らの

åãî± åÞ åãî± èõ

åãî± îòå±ö 彼の父 åãî± ðîäè±òåëè 彼の両親

åãî± ìàòü 彼の母

¤017  疑問代名詞（主格） ÷åé?
　疑問代名詞 ÷åé?も、関係する名詞の性・数・格に応じて変化する。

［表１０］ 誰の

男性形 ÷åé? ÷åé ñëîâà±ðü? 誰の辞書

女性形 ÷üß? ÷üß ñó±ìêà? 誰のバッグ

中性形 ÷üÞ? ÷üÞ ìíå±íèå? 誰の意見

複数形 ÷üè? ÷üè ÷àñû±? 誰の時計

Ð �åé ý±òî êàðàíäà±ø? �âîé? これは誰の鉛筆かな。君のか。
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¤018  指示代名詞（主格）ý±òîò

①　指示代名詞 ý±òîò（この）は、それが関係する名詞の性・数・格に応じて変
化する。

［表１１］ この

男性形   ý±òîò ý±òîò êèî±ñê このキオスク

女性形   ý±òà ý±òà ïî±÷òà この郵便局

中性形   ý±òî ý±òî ìå±ñòî この場所

複数形   ý±òè ý±òè ìàãàçè±íû これらの商店

注）òîò(あの)は順に òîò, òà, òî, òå と語尾変化する。

¤019 形容詞（主格）

①　形容詞は、それが関係する名詞や代名詞の性・数・格に応じて変化する。

② 「硬変化（-ûé型と -î±é型）」と「軟変化」に大別される。

［表１２］ 硬　変 　化 軟変化

新しい 若い 青い

男性形 íî±âûé ìîëîäî±é ñè±íèé
女性形 íî±âàß ìîëîäà±ß ñè±íßß

中性形 íî±âîå ìîëîäî±å ñè±íåå

複数形 íî±âûå ìîëîäû±å ñè±íèå

注１）複数形には、性の区別がない。

注２）アクセントが語尾にあるものは、男性形が -î±é となる。
注３）語幹が ã, ê, õ で終る形容詞は硬変化であり、æ, ÷, ø, ù で終わる

のは軟変化である。い ずれも正書法の規則（ 表７）により綴りが変 わ

る。たとえば ðó±ññêèé, õîðî±øèé など。

íî±âûé ìèð 新しい世界 íî±âîå ïàëüòî± 新しいコート
íî±âàß ìàøè±íà新しい車 íî±âûå ÷àñû± 新しい時計
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¤020  形容詞の用法

　形容詞には次の 2つの用法がある。

①　名詞を修飾する。

�à±øà õîðî±øèé ñòóäå±íò. サーシャはりっぱな学生だ。

�òî íå íî±âûå ÷àñû±. これは新しい時計ではない。

②　文の述語となる。

�íà± ñîâñå±ì ìîëîäà±ß. 彼女はまったく若い。

�òîëî±âàß äîâî±ëüíî áîëüøà±ß. 食堂はかなり大きい。

¤021  疑問詞 êàêî±é?

①　êàêî±é? は名詞を特徴づける形容詞を問いただす時、または感嘆文を表 現

する時に使う。

②　関係する名詞の性・数 ・格に応じて変化し、そ の語形は形容詞に準ずる 。

主格形は、êàêî±é? êàêà±ß? êàêî±å? êàêè±å?である。

�àêî±é îí ÷åëîâå±ê? 彼はどんな人なのですか。

�àêà±ß ý±òî êíè±ãà? これはどんな本ですか。

�àêî±å ý±òî è±ìß? それは、どんな名前ですか。

�àêè±å ý±òî îòâå±òû? それはどんな答えですか。

�àêî±é âêó±ñíûé ÷àé! なんておいしい紅茶だろうか。

�àêà±ß õîðî±øàß ïîãî±äà! 何ていい天気だろうか。  

�àêî±å êðàñè±âîå çäà±íèå! なんときれいな建物だろうか。  
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第５課 (�ðî±ê ïß±òûé)

動詞の第 1変化と名詞の前置格(単数)

§022 動詞の不定形

①　不定形は語尾の形によって、次の３種類がある。
1. -òü で終るもの　÷èòà±òü（読む） çíàòü（知っている）
2. -òè± で終るもの　èäòè±（行く) íåñòè±（持ち運ぶ）
3. -÷ü で終るもの　ìî÷ü（できる） ïå÷ü（焼く）

②　不定形から語尾２文字を取り去ったものを、不定形語幹という。

§023 動詞の現在形（第１変化）

①　動詞の現在形は、主語の人称と数に応じて変化する。
②　語尾変化のパターンによって、「第 1変化」と「第 2変化」（§030）に分
けられる。
［表 16］　第１変化

 ÷èòà±òü   çíàòü

 ß  ÷èòà±þ   çíà±þ äå±ëàòü する

òû  ÷èòà±åøü   çíà±åøü äó±ìàòü 考える

îí  ÷èòà±åò   çíà±åò ïîíèìà±òü 理解する

ìû  ÷èòà±åì   çíà±åì ðàáî±òàòü 働く

âû  ÷èòà±åòå   çíà±åòå ñëó±øàòü 聞く

îíè  ÷èòà±þò   çíà±þò ãóëß±òü 散歩する

注１）斜字体の部分が、人称語尾である。
注２）第 1 変化の現在語幹は、ほとんどの動詞が不定形語幹に等しい。ま

たこのタイプの動詞は、語尾が -àòü や -ßòü に終わるものが多い。
注３）３人称単数は、現在形の場合 îí, îíà±, îíî± が同じ語尾になる。

� ÷èòà±þ, à ïà±ïà îòäûõà±åò. ぼくは読書をし、パパは休息をとっている。
�û îáå±äàåì, ïîòî±ì ãóëß±åì. 私たちは食事をとり、それから散歩する。
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§024  名詞の前置格（単数）

①　前置格は、他の格と異 なり、単独で用いられる ことがなく、常に前置詞 と
ともに用いられる。また固有の意味はなく、前置詞の意味にしたがう。

②　変化は次の通りである。

[表 17の 1] 硬子音字 -é -ü

男 主　格 ñòî±ë ìóçå±é ñëîâà±ðü

性 前置格 ñòîëå± ìóçå±å ñëîâàðå±

[表 17の 2] -à -ß -ü

女 主　格 êî±ìíàòà ñåìüß± ïëî±ùàäü

性 前置格 êî±ìíàòå ñåìüå± ïëî±ùàäè

[表 17の 3] -î -å -ìß

中 主　格 ìå±ñòî ìî±ðå è±ìß

性 前置格 ìå±ñòå ìî±ðå è±ìåíè

③　次のタイプの名詞の前置格は -å ではなく、-è となる。
-èé で終わる男性名詞。 ñàíàòî±ðèé Ð â ñàíàòî±ðèè（サナトリウム）
-èß で終わる女性名詞。 �îññè±ß Ð â �îññè±è（ロシア）
-èå で終わる中性名詞。 ñîáðà±íèå Ð íà ñîáðà±íèè（集会）

④　前置詞が â, íà の時、語尾がアクセントをともなう -ó±, -þ± に終る男性名
詞がある。
â ñàäó± 庭で â ëåñó± 森の中で â ãîäó± １年に
â àýðîïîðòó±空港で íà áåðåãó± 岸辺で íà êðàþ± 辺境で

§025  前置詞 î, â, íà と前置格

　前置格を補語にとる前置詞がある。標準的な語例を挙げてみよう。

① î + 前置格=「～について」
�û ìà±ëî çíà±åøü î ðàáî±òå. お前は仕事のことはほとんど知らないな。
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② â + 前置格=「～の中で」
�îÞ ïèñüìî± ëåæè±ò â ñòîëå±. ぼくの手紙が机の中にある。

③  íà + 前置格=「～の上に」
�îé æóðíà±ë ëåæè±ò íà ñòîëå±. 私の雑誌は机の上にある。

④　国名や都市名を含め場所の表現には、前置詞 â を用いる場合が多い。
èíñòèòó±ò â èíñòèòó±òå 大学で
øêî±ëà â øêî±ëå 学校で
�îñêâà± â �îñêâå± モスクワで

⑤　しかし、同じ用法でもっぱら前置詞 íà を用いる名詞がある。
çàâî±ä íà çàâî±äå 工場で
âîêçà±ë íà âîêçà±ëå 駅で
êîíöå±ðò íà êîíöå±ðòå コンサートで
ðàáî±òà íà ðàáî±òå 仕事場で

§026  人称代名詞および êòî, ÷òî の前置格

［表 18の 1］人称代名詞の前置格

主　格 ß òû îí îíà± îíî± ìû âû îíè±
前置格 ìíå òåáå± íÞì íåé íÞì íàñ âàñ íèõ

［表 18の 2］ êòî, ÷òî の前置格
主　格 êòî ÷òî
前置格 êîì ÷Þì
Ð � êîì âû äó±ìàåòå? あなたは誰のことを考えているのですか。
Ð � äó±ìàþ î íåé. わたしは彼女のことを考えています。

§027  特殊な変化をする動詞（１）

　 æèòü（住む）、ïèñà±òü（ 書く）の現在形は次の 通り。過去形は、不定 形

をもとに規則通りに形成する。
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［表 19］  æèòü  ïèñà±òü

ß  æèâó±  ïèøó±
òû  æèâÞøü  ïè±øåøü

îí  æèâÞò  ïè±øåò

ìû  æèâÞì  ïè±øåì

âû  æèâÞòå  ïè±øåòå

îíè  æèâó±ò  ïè±øóò

注）ïèñà±òü のように第１変化の動詞が、語幹で子音交替のある場合には、
語末３文字を削除して現在語幹を形成する。

Ð �äå âû æèâÞòå? あなたはどこに住んでいるのですか。
Ð � æèâó± â �îñêâå±. 私はモスクワに住んでいます。

《月の名称》
１月 ßíâà±ðü â ßíâàðå±
２月 ôåâðà±ëü â ôåâðàëå±
３月 ìàðò â ìà±ðòå
４月 àïðå±ëü â àïðå±ëå
５月 ìàé â ìà±å
６月 èþ±íü â èþ±íå
７月 èþ±ëü â èþ±ëå
８月 à±âãóñò â à±âãóñòå
９月 ñåíòß±áðü â ñåíòßáðå±
10月 îêòß±áðü â îêòßáðå±
11月 íîß±áðü â íîßáðå±
12月 äåêà±áðü â äåêàáðå±

注１）月の名称は全て男性名詞である。
注２）「何月に」の表現には「 â + 前置格」で表わす。
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第６課 (�ðî±ê øåñòî±é)

動詞の第 2変化と名詞の対格

§028 動詞の現在形（第２変化）

① ãîâîðè±òü（話す）や ñìîòðå±òü（見る）などの動 詞は次表のような変 化

をする。この型の変化を「第 2変化」と呼ぶ。

［表 20］　第２変化

 ãîâîðè±òü  ñìîòðå±òü

 ß  ãîâîðþ±  ñìîòðþ± çâîíè±òü 電話する

òû  ãîâîðè±øü  ñìî±òðèøü ñòðî±èòü 建設する

îí  ãîâîðè±ò  ñìî±òðèò âå±ðèòü 信用する

ìû  ãîâîðè±ì  ñìî±òðèì êóðè±òü 喫煙する

âû  ãîâîðè±òå  ñìî±òðèòå âè±äåòü 見える

îíè  ãîâîðß±ò  ñìî±òðßò ëåòå±òü 飛ぶ

注１）第２変化の語幹は、不定形から語末の３文字を取り去ることになる。

第２変化の動詞は、語尾が -èòü や -åòü に終わるものが多い。
注２）語尾にアクセント がある動詞のうち、アク セントの移動するもの が

ある。その場合は、òû の変化形から前の音節に移動する傾向にある。

�û ãîâîðè±ì ïî-ðó±ññêè. 私たちはロシア語を話します。

�å±òè ñìî±òðßò òåëåâè±çîð. 子ども達はテレビを見ている。

②　現在語幹が ã, ê, õ, æ, ÷, ø, ù で終るものは、正書法の規則（表 7）に

より、-þ, -ßò が -ó, -àò となる。
ëåæà±òü: ëåæó±, ëåæè±øü,... ëåæà±ò 横たわっている

ñëû±øàòü: ñëû±øó, ñëû±øèøü,... ñëû±øàò 聞こえる

③　1人称単数で、変化が不規則形になるものがある。子音が他の子音に交替す
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る特殊変化を歯音変化と 、また語幹子音に -ë- を 追加するものを唇音変 化

という。唇音変化は、語幹末の子音が á, ï, â, ô, ì のときに起こる。
âè±äåòü: âè±æó, âè±äèøü,... âè±äßò 見える

ñèäå±òü: ñèæó±, ñèäè±øü,... ñèäß±ò 座っている

ïðîñè±òü: ïðîøó±, ïðî±ñèøü,... ïðî±ñßò 頼む

ñïàòü: ñïëþ, ñïèøü,... ñïßò 眠っている

ëþáè±òü: ëþáëþ±, ëþ±áèøü,... ëþ±áßò 好む

ãîòî±âèòü: ãîòî±âëþ, ãîòî±âèøü,... ãîòî±âßò 準備する

§029  名詞の対格（単数）

①　対格は、他動詞の直接補語「～を」の意味をもつ格である。

②　変化は次表の通りである。

[表 21の 1] 硬子音字 -é -ü

男 主　格 æóðíà±ë ìóçå±é ñëîâà±ðü

性 対　格 æóðíà±ë ìóçå±é ñëîâà±ðü

[表 21の 2] -à -ß -ü

女 主　格 êî±ìíàòà ñåìüß± ïëî±ùàäü

性 対　格 êî±ìíàòó ñåìüþ± ïëî±ùàäü

注）対格でアクセントが前方に移動する女性名詞がある。

ðóêà± ðó±êó 手 íîãà± íî±ãó 足

ãîëîâà± ãî±ëîâó 頭 ãîðà± ãî±ðó 山

[表 21の 3] -î -å -ìß

中 主　格 ìå±ñòî ìî±ðå è±ìß

性 対　格 ìå±ñòî ìî±ðå è±ìß

� ÷èòà±þ äîêëà±ä. 私は、報告を読んでいる。

�î±êòîð ïè±øåò ñòàòüþ±. ドクターは、論文を書いている。
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③　対格は、前置詞の補語になる。

�àðè±ñà ñèäè±ò äî±ìà â ñóááî±òó è â âîñêðåñå±íüå.
ラリーサは、土曜と日曜日に家にいる。

§030  人称代名詞および êòî, ÷òî の対格

［表 22の 1］人称代名詞の対格

主　格 ß òû îí îíà± îíî± ìû âû îíè±
対　格 ìåíß± òåáß± åãî± åÞ åãî± íàñ âàñ èõ
注）３人称の代名詞が前置詞結合を作るときは、語頭に í- の綴りをつけ加
える。たとえば åãî > â íåãî, åÞ > â íåÞ, èõ > â íèõ となる。

［表 22の 2］ êòî, ÷òî の対格

主　格 êòî ÷òî
対　格 êîãî± ÷òî

�û çíà±åòå åãî±? あなたは彼を知っていますか。

�îãî± ß âè±æó? �è±çà, ýòî òû?! 誰かと思ったら、リーザじゃないか。

§031  数詞（２）

11. îäè±ííàäöàòü 16. øåñòíà±äöàòü
12. äâåíà±äöàòü 17. ñåìíà±äöàòü
13. òðèíà±äöàòü 18. âîñåìíà±äöàòü
14. ÷åòû±ðíàäöàòü 19. äåâßòíà±äöàòü
15. ïßòíà±äöàòü 20. äâà±äöàòü
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第７課 (�ðî±ê ñåäüìî±é)

定動詞と不定動詞

§032 特殊な変化をする動詞（２）èäòè±, å±õàòü

①　動詞 èäòè± は「(歩いて)移動する」、å±õàòü は「（乗り物で）移動する」
の意味をもつ。

②　変化は次表の通りである。

［表 23］  èäòè±  å±õàòü

ß  èäó±  å±äó
òû  èäÞøü  å±äåøü

îí  èäÞò  å±äåò

ìû  èäÞì  å±äåì

âû  èäÞòå  å±äåòå

îíè  èäó±ò  å±äóò

� èäó± òóäà±. 私はそちらに行く。

�í å±äåò ñþäà±. 彼はこちらに向かっている。

§033  前置詞 â, íà と対格・前置格

①「 â, íà + 対格」は、運動の方向や目的地を表わす。従ってèäòè±, å±õàòü の
ように運動を表わす動詞とセットでこの構文が使われる。

�óäà± âû èäÞòå? あなたはどこへ行くところですか。

� èäó± â ìàãàçè±í. 私は店に行くところです。

�û å±äåì â �îñêâó±. 私たちはモスクワに行きます。

②　「íà + 乗物を意味する名詞の前置格」は、交通手段を表わす。
�à ÷Þì âû å±äåòå òóäà±? あなたはそこへ何に乗って行くのですか。

�û å±äåì íà ìàøè±íå. 私たちはクルマでいきます。
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§034  定動詞と不定動詞

①　運動を表わす動詞のいくつかは、定動詞と不定動詞のペアをなす。

②　定動詞は、方向が定まった、１回分の運動を表わす。

③　不定動詞は「そうでは ない」運動、つまり「一 定方向であるが、反復の 運

動」や「１回限りだが、方向が定まらない」、または運動の能力を表わす時

に用いる。

④　定・不定動詞の用法に は、頻度や方向を表わす 副詞との組み合わせに一 定

の傾向がある。

⑤　定・不定動詞のペアは 1４個ほどがあるが、代表的な動詞には以下がある。

［表 24］

意味 定動詞 不定動詞 意味 定動詞 不定動詞

歩く  èäòè±  õîäè±òü 乗る  å±õàòü  å±çäèòü

導く  âåñòè±  âîäè±òü 飛ぶ  ëåòå±òü  ëåòà±òü

持ち運ぶ  íåñòè±  íîñè±òü 走る  áåæà±òü  áå±ãàòü

運搬する  âåçòè±  âîçè±òü 泳ぐ  ïëûòü  ïëà±âàòü

�åé÷à±ñ �å±íà èäÞò â øêî±ëó. 今レーナは学校に向かっている。

�å±íà õî±äèò â øêî±ëó ïåøêî±ì. レーナは学校に歩いて通っている。

�åñÞëûå äå±òè áå±ãàþò â ïà±ðêå. 快活な子ども達が公園を走り回る。

�åáÞíîê óæå± õî±äèò. 赤ちゃんはもう歩くことができる。

§035.  数詞（３）

20. äâà±äöàòü 26. äâà±äöàòü øåñòü
21. äâà±äöàòü îäè±í 27. äâà±äöàòü ñåìü
22. äâà±äöàòü äâà 28. äâà±äöàòü âî±ñåìü
23. äâà±äöàòü òðè 29. äâà±äöàòü äå±âßòü
24. äâà±äöàòü ÷åòû±ðå 30. òðè±äöàòü
25. äâà±äöàòü ïßòü 31. òðè±äöàòü îäèí± ...
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第８課 (�ðî±ê âîñüìî±é)

動詞の過去と未来

§036  動詞の過去

①　動詞の過去形は、主語の性、数に応じて変化する。人称による区別はない。

②　過去形は、不定形語幹（§022）に次表の語尾をつける。

［表 25］

äå±ëàòü ïèñà±òü ãîâîðè±òü æèòü

する 書く 話す 住む

男性   äå±ëàë   ïèñà±ë  ãîâîðè±ë   æèë
女性   äå±ëàëà   ïèñà±ëà  ãîâîðè±ëà   æèëà±

中性   äå±ëàëî   ïèñà±ëî  ãîâîðè±ëî   æè±ëî

複数   äå±ëàëè   ïèñà±ëè  ãîâîðè±ëè   æè±ëè

�à±íüøå òÞòß æèëà± â �îñêâå±. 以前叔母は、モスクワに住んでいた。
�÷åðà± ß äå±ëàë äîêëà±ä. きのう私は、報告をおこなっていた。

注１）主語が ß, òû のとき、語尾に男女の区別が生じる。
�å±òß, ÷òî òû äå±ëàë â÷åðà±? ペーチャ、君はきのう何をしたの。

� ñëó±øàë ðà±äèî. ぼくは、ラジオを聞いていたよ。

�íß, ÷òî òû äå±ëàëà â÷åðà±? アーニャ、あなたはきのう何をしたの。

� ñëó±øàëà ðà±äèî. わたしは、ラジオを聞いていました。

注２）主語 âû は、複数形で受ける。
�òî âû äå±ëàëè ñåãî±äíß? あなたは、今日何をしていたのですか。

- 31 -

注３）êòî は îí と、 ÷òî は îíî± と同じに扱う。
�òî ïðèøÞë? 誰が来たのですか。

�òî áû±ëî òàì â÷åðà±? きのうはそこに何があったのですか。

§037  動詞 áûòü の用法

①　áûòü には存在(～が在る)とつなぎ(～である)の意味がある。現在形では主

語の人称と数に係わりなく åñòü が使われる。
�äåñü åñòü áóôå±ò. ここにはビュッフェがある。

�àêî±í åñòü çàêî±í. 法律は法律だ。

② áûòü の過去形と未来形は、次の通りである。
［表 26の１］ ［表 26の２］

男性  áûë  íå± áûë ß áó±äó
女性  áûëà±  íå áûëà± òû áó±äåøü

中性  áû±ëî  íå± áûëî îí áó±äåò

複数  áû±ëè  íå± áûëè ìû áó±äåì

âû áó±äåòå
îíè± áó±äóò

③　過去と未来形では、居場所を表わす表現で２通りの翻訳が可能である。

�÷åðà± �à±íß áûëà± â èíñòèòó±òå.
昨日ターニャは大学にいた。（存在）

昨日ターニャは大学に行って来た。（往復の運動）

§038  動詞の未来形

①　合成未来形は、「áûòü の未来形 + 不完了体動 詞の不定形」で表現さ れ

る。
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［表 27］

ß  áó±äó äå±ëàòü
òû  áó±äåøü äå±ëàòü

îí  áó±äåò äå±ëàòü

ìû  áó±äåì äå±ëàòü

âû  áó±äåòå äå±ëàòü

îíè±  áó±äóò äå±ëàòü

�òî âû áó±äåòå äå±ëàòü çà±âòðà? 明日あなたは何をする予定ですか。

�à±âòðà ß áó±äó ðàáî±òàòü. 明日私は、仕事をするつもりです。

§039  特殊な変化をする動詞（３）

① èäòè±, íåñòè±, âåñòè±, âåçòè±（§034）の過去形は、次の通りである。

［表 28］ èäòè± íåñòè± âåñòè± âåçòè±

男性 øÞë   íÞñ âÞë   âÞç
女性 øëà   íåñëà± âåëà±   âåçëà±

中性 øëî   íåñëî± âåëî±   âåçëî±

複数 øëè   íåñëè± âåëè±   âåçëè±

�îãäà øÞë äîæäü. そのとき雨が降っていた。

�íè± ñíà÷à±ëà øëè ïåøêî±ì. 彼らは最初は徒歩でいった。

② ìî÷ü（できる）、õîòå±òü（欲する）の変化形は、次の通りである。
［表 29の 1］ìî÷üとõîòå±òüの現在形 ［表 29の 2］ìî÷üの過去形

 ìî÷ü  õîòå±òü

ß  ìîãó±  õî÷ó± 男性  ìîã
òû  ìî±æåøü  õî±÷åøü 女性  ìîãëà±

îí  ìî±æåò  õî±÷åò 中性  ìîãëî±

ìû  ìî±æåì  õîòè±ì 複数  ìîãëè±

âû  ìî±æåòå  õîòè±òå
îíè±  ìî±ãóò  õîòß±ò
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③ õîòå±òüはその後に名詞か動詞の不定形を、またìî÷ü は動詞の不定形をと
ることができる。

� õî÷ó± æèòü â �îñêâå±. 私はモスクワに住みたい。

�û ìî±æåòå å±õàòü íà ìåòðî±. あなたは地下鉄で行けますよ。

§040  簡単な複文

　「～と思う・言う 」などの構文では 、接続詞 ÷òî を使 って２つの文をつ な

ぐことが多い。

� äó±ìàþ, ÷òî ý±òî âà±æíîå äå±ëî.
私は、それは大切なことだと思います。

�û çíà±åì, ÷òî �àõàëè±í Ð áîëüøî±é î±ñòðîâ.
私たちは、サハリンが大きな島であることを知っている。

§041  数詞（４）

 20. äâà±äöàòü
 30. òðè±äöàòü
 40. ñî±ðîê
 50. ïßòüäåñß±ò
 60. øåñòüäåcß±ò
 70. ñå±ìüäåñßò
 80. âî±ñåìüäåñßò
 90. äåâßíî±ñòî
100. ñòî
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第９課 (�ðî±ê äåâß±òûé)

名詞の生格（単数）

§042  名詞の生格（単数）

①　生格は、所有や所属を 示す「～の」の意味をも ち、通常直前の名詞を修 飾

する格である。

②　変化は次表の通りである。

[表 30の 1] 硬子音字 -é -ü

男 主　格    ñòî±ë ìóçå±é ñëîâà±ðü

性 生　格    ñòîëà± ìóçå±ß ñëîâàðß±

[表 30の 2] -à -ß -ü

女 主　格 ãàçå±òà ñåìüß± ïëî±ùàäü

性 生　格 ãàçå±òû ñåìüè± ïëî±ùàäè

[表 30の 3] -î -å -ìß

中 主　格 îêíî± ìî±ðå    è±ìß

性 生　格 îêíà± ìî±ðß    è±ìåíè

�à ôîòîãðà±ôèè ìàòü �îëî±äè. 写真にヴォロージャの母親がいる。
�ðåìëü Ð öåíòð �îñêâû±. クレムリンはモスクワの中心だ。

§043  人称代名詞および êòî, ÷òî の生格

［表 31の 1］人称代名詞の生格

主　格 ß òû îí îíà± îíî± ìû âû îíè±

生　格 ìåíß± òåáß± åãî± åÞ åãî± íàñ âàñ èõ
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注１）３人称の代名詞が前置詞結合を作るときは、語頭に í- の綴りを加え
る。たとえば åãî± > ó íåãî±, åÞ > ó íåÞ, èõ > ó íèõ となる。

注２）人称代名詞の生格には所有の意味はない。生格をとる動詞や前置詞の

補語になるケースが多い。

［表 31の 2］ êòî, ÷òî の生格

主　格 êòî ÷òî

生　格 êîãî± ÷åãî±

§044  所有の表現

①「A は B を持っている」は、「ó + A（生格）+ åñòü + B（主格）」の構文
で表わす。

� ìà±ìû åñòü äå±íüãè. ママはお金をもっている。

� ìåíß± åñòü ñëîâà±ðü. 私は辞書を持っている。

②　この表現の過去と未来は、主格の名詞に語尾をあわせて用いる。

� íåãî± áûë áðàò. 彼には弟がいた。

� íåÞ áûëà± õîðî±øàß ðó±÷êà. 彼女はいいペンを持っていた。

� ìåíß± áó±äåò ãîñòü. 私のところに来客があります。

§045  存在や所有の否定表現

①「ない」「持っていない」は、現在時制では述語 íåò で表わす。
②「ない」もの、「持って いない」ものは、主格で はなく、生格で表わす。 こ

れを「否定生格」と呼ぶ。

Ð � âàñ åñòü áèëå±ò? あなたは切符をもっていますか。

Ð �åò, ó ìåíß± íåò áèëå±òà. いいえ、私に切符はありません。
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Ð �°ííà çäåñü? アンナはここですか。

Ð �åò, �°ííû çäåñü íåò. いいえ、アンナはここにいません。

③ íåò の過去は íå áûëî、未来は íå áóäåòを使う。
�åãî±äíß íåò êîíöå±ðòà. 今日はコンサートがない。

�÷åðà± íå± áûëî êîíöå±ðòà. 昨日はコンサートがなかった。

�à±âòðà íå áóäå±ò êîíöå±ðòà. 明日はコンサートがないだろう。

§046  男性名詞活動体の対格（単数）

①　これまでの例文では事 物を対格にしていたが、 男性名詞には活動体名詞 と

不活動体名詞の区別がある。活動体名詞とは、人間や動物を意味する名詞を

いう。そして不活動体名詞は、事物をさす。

②　活動体名詞の対格は、生格と同形である。

� âè±äåë �íòî±íà. 私はアントンを見かけた。

�û ÷èòà±ëè �å±õîâà? あなたは、チェーホフを読んだことがありますか。

§047  生格支配の前置詞

　名詞などの生格を補語にとる前置詞がある。標準的な語例を挙げてみよう。

 áåç ～なしで  îò ～から

 äëß ～のために  ñ ～から

 äî ～まで  ó ～のそばに

 èç ～から  îêîëî ～の周囲に

注）一般に、前置詞 ñ は íàに、èçは âに対応し、îòは äîに対応する。
- 37 -

�åò äû±ìà áåç îãíß±. 火のないところに煙は立たない。

�òî ïèñüìî± äëß âàñ. これはあなた宛の手紙です。

�ò �îñêâû± äî �ëàäèâîñòî±êà î±÷åíü äàëåêî±.
モスクワからウラジオストクまではとても遠い。

�û ðàáî±òàëè ñ óòðà± äî âå±÷åðà. 私たちは、朝から晩まで働いた。

�íà± äîëãî ñòîß±ëà ó îêíà±. 彼女は、長いこと窓のそばに立っていた。

�°êîëî ãîñòè±íèöû åñòü òåà±òð. ホテルの辺りに劇場があります。

《曜日の名称》

月曜日 ïîíåäå±ëüíèê â ïîíåäå±ëüíèê
火曜日 âòî±ðíèê âî âòî±ðíèê
水曜日 ñðåäà± â ñðå±äó
木曜日 ÷åòâå±ðã â ÷åòâå±ðã
金曜日 ïß±òíèöà â ïß±òíèöó
土曜日 ñóááî±òà â ñóááî±òó
日曜日 âîñêðåñå±íüå â âîñêðåñå±íüå

注）「何曜日に」は、â +対格で表わす。
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第１ 0課 (�ðî±ê äåñß±òûé)

名詞の与格 (単数)

¤048  名詞の与格 (単数)

①　与格は、他動詞の間接補語「～に」の意味をもつ格である。

[表 32の 1] 硬子音 -é -ü

男 主　格    áðàò    ìóçå±é   ñëîâà±ðü

性 与　格    áðà±òó    ìóçå±þ   ñëîâàðþ±

[表 32の 2] -à -ß -ü

女 主　格 ñåñòðà± ñåìüß± ïëî±ùàäü

性 与　格 ñåñòðå± ñåìüå± ïëî±ùàäè

注）語末が -èß で終わる名詞では、与格を -èè と綴る。
�îññè±ß > �îññè±è, ñòà±íöèß > ñòà±íöèè

[表 32の 3] -î -å -ìß

中 主　格 îêíî±    ìî±ðå    è±ìß

性 与　格 îêíó±    ìî±ðþ    è±ìåíè

�à±ïà ïîêóïà±åò �àêñè±ìó êíè±ãó, à �è±íå æóðíà±ë.
パパはマキシムに本を、ニーナには雑誌を買おうとしている。

②　動詞には、与格の補語をとるものがある。

�°òðîì ß ïîìîãà±ë áà±áóøêå ãîòî±âèòü îáå±ä.
午前中ぼくは、祖母が食事のしたくをするのを手伝っていた。

� íå õî÷ó± âàì ìåøà±òü. 私は、あなたのじゃまをしたくありません。
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¤049  人称代名詞および êòî, ÷òî の与格

［表 33の１］人称代名詞の与格

主格 ß òû îí îíà± îíî± ìû âû îíè±

与格 ìíå òåáå± åìó± åé åìó± íàì âàì èì

注）３人称の代名詞が前置詞結合を作るときは、語頭に í- の綴りをつけ加
える。たとえば åìó± > ê íåìó±, åé > ê íåé, èì > ê íèì となる。

［表 33の２］ êòî, ÷òî の与格

主格 êòî ÷òî

与格 êîìó± ÷åìó±

�àì ïîìî±÷ü? あなたに手を貸しましょうか。

�îìó± âû õîòè±òå ïîìî±÷ü? あなたは誰を助けようとしているのですか。

¤050  前置詞 ê, ïî と与格

①　前置詞 ê は、方向や関係などの意味を表わし、与格の補語と結合する。
�à±ìà âåäÞò �à±òþ ê âðà÷ó±. ママはカーチャを医者の所に連れていく。

� íåãî± åñòü ñïîñî±áíîñòè ê ßçûêó±. 彼にはことばの才能がある。

②　前置詞 ïî は、範囲や内容、手段、配分などを表わし、与格補語をとる。
�îå±äåì íà ýêñêó±ðñèþ ïî �îñêâå±. モスクワ見物にでかけよう。
�ëå±ã çâîíè±ò ïî òåëåôî±íó. オレーグは電話をかけている。
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¤051  無人称文

①　ロシア語には、主格の 主語をもたない文型が３ 種類ある。すなわち、「 無

人称文」、「不定人称文」(§061)、「普遍人称文」(§111)である。

②　無人称文は、次のような語を述語とする文である。

ａ）「暑い、寒い、早い 、遅い」などを表わし、 -î で終わる形容詞短語 尾

形は、述語として機能する。(§063)

�äåñü æà±ðêî. ここは暑い。 �åãî±äíß õî±ëîäíî. きょうは寒い。
�ùÞ ðà±íî. まだ早い。 �æå± ïî±çäíî. もう遅い。

ｂ）ìî±æíî, íåëüçß±, íà±äî, ïîðà± などの述語は、動詞の不定形を伴う。
�î �îëüøî±ãî òåà±òðà ìî±æíî äîå±õàòü íà ìåòðî±.

ボリショイ劇場までは地下鉄でいくことができる。

�åïå±ðü ïîðà± ñïàòü. �ïîêî±éíîé íî±÷è!
さあ寝る時間だよ。おやすみ。

③　無人称文の過去形には áû±ëî、未来形には áó±äåòを使う。
�à âå±÷åðå áû±ëî âå±ñåëî. パーティは楽しかった。

�î±æíî îòêðû±òü îêíî±? �åáå± íå áó±äåò õî±ëîäíî?
窓を開けてもいい。君は寒くならないかい。

④　無人称文で意味上の主語は、与格で表わすことができる。

�íå ïëî±õî. 私は気分がすぐれない。

�àì íó±æíî äîñòà±òü õîðî±øèé ñëîâà±ðü.
あなたはよい辞書を手に入れる必要がある。

¤052  特殊な変化をする動詞（４）

　名詞などから派生し、語尾に-îâàòüをもつ動詞がある。現在形は、語幹 -îâà-
を -ó- に変える第 1変化型の動詞である。
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ðèñîâà±òü (描く)で例示すると以下のようになる。

［表 35の１］現在形 ［表 35の２］過去形

ß  ðèñó±þ 男性  ðèñîâà±ë
òû  ðèñó±åøü 女性  ðèñîâà±ëà

îí  ðèñó±åò 中性  ðèñîâà±ëî

ìû  ðèñó±åì 複数  ðèñîâà±ëè

âû  ðèñó±åòå
îíè  ðèñó±þò

¤053  数詞（５）

 100. ñòî
 200. äâå±ñòè
 300. òðè±ñòà
 400. ÷åòû±ðåñòà
 500. ïßòüñî±ò
 600. øåñòüñî±ò
 700. ñåìüñî±ò
 800. âîñåìüñî±ò
 900. äåâßòüñî±ò
1000. òû±ñß÷à

- 42 -


